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東流社

（12）２０１７年（平成２９年）２月２０日第３０５４号

り
進
ん
で
お
り
、
東
北
地
方

と
し
て
の
需
要
は
低
下
し
て

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
ま
た
、
震
災
か
ら
６
年

目
に
な
る
が
、
被
災
地
の
沿

岸
部
は
未
だ
復
興
途
上
だ
」

と
厳
し
い
現
状
を
述
べ
つ

（
12
年
４
月
～
）、
常
務
執

行
役
員
中
部
支
社
長
（
14
年

４
月
～
）、
取
締
役
常
務
執

行
役
員
中
部
支
社
長
（
16
年

６
月
～
）
を
歴
任
し
た
後
、

17
年
１
月
に
取
締
役
副
社
長

執
行
役
員
営
業
統
括
本
部
長

代
行
に
就
任
し
て
い
た
。

い
。『
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ

ン
が
欲
し
い
』
と
い
う
」
と

相
好
を
崩
す
一
方
、
舵
を
切

る
に
は
「
一
つ
の
ハ
ー
ド
ル

が
あ
る
」
と
し
て
グ
ロ
ー
バ

ル
化
へ
は
環
境
整
備
が
必
要

で
あ
る
こ
と
示
し
た
。

　

販
売
先
の
利
益
に
貢
献
す

る
商
品
構
成
に
関
し
て
は
、

こ
の
先
に
目
指
す
方
向
性
と

し
て
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
」
の
構

成
比
が
10
～
15
％
で
あ
る
こ

と
を
不
満
そ
う
な
表
情
で
述

べ
、「
ま
だ
ま
だ
伸
ば
す
余

地
が
あ
る
」
と
目
の
前
の
課

題
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

関
連
し
て
、
自
社
の
取
り

組
み
姿
勢
を
肯
定
す
る
よ
う

に
、
末
端
の
「
安
く
て
良
い

も
の
を
買
い
た
い
と
い
う
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
う
え
で
、
Ｎ

Ｂ
は
利
益
を
生
ま
な
い
。
Ｐ

Ｂ
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
が
あ

り
最
高
の
差
別
化
に
な
る
」

と
強
調
す
る
な
ど
、
ブ
レ
な

い
営
業
方
針
を
明
確
に
し
た
。

つ
、「
東
北
地
方
の
卸
と
し

て
、
地
元
商
品
も
フ
ォ
ロ
ー

し
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

　

な
お
、
１
月
末
の
決
算
に

つ
い
て
は
「
増
収
増
益
で
終

え
ら
れ
そ
う
だ
」（
寺
嶋
氏
）

と
し
て
い
る
。

ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ
提
案
」「
男

の
身
だ
し
な
み
」「
売
場
改

装
の
事
例
」
等
の
企
画
提
案

を
行
っ
た
。

　

寺
嶋
氏
は
「
東
北
の
北
３

県
（
青
森
県
、
秋
田
県
、
岩

手
県
）
の
人
口
減
少
が
か
な

年
４
月
に
ダ
イ
カ
（
現
あ
ら

た
）入
社
。
千
葉
支
店
長（
２

０
０
０
年
７
月
～
）、
所
沢

支
店
長
（
04
年
６
月
～
）、

営
業
本
部
商
品
部
長
（
07
年

４
月
）、
執
行
役
員
営
業
本

部
商
品
部
長
（
08
年
４
月

～
）、
執
行
役
員
営
業
本
部

商
品
部
長
兼
開
発
戦
略
部
長

は
行
わ
な
い
方
針
を
示
し

た
。
ま
た
、
今
後
の
営
業
指

針
と
掲
げ
る
中
か
ら
「
物
流

効
率
の
向
上
」
に
触
れ
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
は
事
業
パ

ー
ト
ナ
ー
の
選
定
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
い
う
意
味
合

い
で
「
も
の
を
言
え
ば
響
く

会
社
と
や
り
た
い
」と
述
べ
、

気
質
面
を
重
視
し
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
営
業
体
制
の

強
化
」
に
話
が
及
ぶ
と
吉
田

社
長
は
「
人
が
必
要
だ
」
と

し
た
う
え
で
、
２
０
２
０
年

に
照
準
で
売
上
高
の
大
幅
増

を
目
指
す
必
要
条
件
と
し
て

「
最
終
的
に
は
人
。
相
応
し

い
人
を
仲
間
に
し
て
い
き
た

い
」と
人
事
構
想
を
語
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
販
路
の
拡

大
」
と
掲
げ
る
部
分
で
は
海

外
か
ら
の
引
き
合
い
が
多
く

な
っ
て
い
る
現
状
を
明
ら
か

に
し
、「
中
国
や
韓
国
、
タ

イ
か
ら
の
要
請
が
非
常
に
多

商
談
会
を
通
じ
て
販
売
店
と

メ
ー
カ
ー
の
架
け
橋
と
な
り

「
ひ
と
」
の
交
流
、「
も
の
（
商

品
）」
の
交
流
に
加
え
、「
こ

こ
ろ
」
の
交
流
に
つ
な
が
る

場
の
提
供
を
目
指
し
た
。

　

同
社
が
企
画
す
る
提
案
コ

ー
ナ
ー
に
は
、「
東
日
本
大

震
災
復
興
支
援
商
品
・
地
元

メ
ー
カ
ー
商
品
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
置
。
メ
ー
カ
ー
の
タ
イ

ア
ッ
プ
商
品
や
競
争
激
化
に

よ
り
他
店
舗
と
差
別
化
を
図

り
た
い
小
売
店
の「
独
自
性
」

を
担
え
る
地
元
商
品
が
集
結

し
た
。

　

ま
た
、
卸
機
能
を
担
う
物

流
や
シ
ス
テ
ム
に
関
わ
る
出

展
・
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
新
た

に
設
置
さ
れ
、
来
場
者
か
ら

注
目
を
集
め
た
。

　

提
案
コ
ー
ナ
ー
で
は
そ
の

長
や
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
の
理
事

長
を
重
任
す
る
日
々
か
ら
感

じ
取
っ
た
見
識
や
考
え
を
卸

の
経
営
者
候
補
た
ち
に
切
々

と
伝
え
た
。

　

ま
ず
、
卓
球
を
通
じ
て
は

熱
闘
の
余
韻
が
残
る
リ
オ
五

輪
を
振
り
返
り
、
藤
重
氏
は

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
覗
く
こ
と

の
で
き
な
い
対
戦
の
舞
台
裏

に
起
こ
っ
た
泣
き
笑
い
に
つ

い
て
語
り
、
窮
地
に
「
チ
ー

ム
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
意

気
消
沈
し
た
が
、
中
一
日
に

徹
底
練
習
を
し
て
銅
メ
ダ
ル

を
獲
っ
た
」
と
い
う
経
緯
を

披
露
し
て
卸
業
に
汎
用
で
き

る
エ
ッ
セ
ン
ス
と
し
た
ほ

か
、「
卓
球
の
応
援
を
よ
ろ

し
く
」
と
大
使
と
し
て
の
役

割
も
忘
れ
な
か
っ
た
。

ほ
か
、「
２
０
１
７
年
春
の

新
製
品
」「
化
粧
品
売
場
提

案
」「
生
理
用
品
売
場
で
展

開
す
る
軽
失
禁
の
提
案
」「
全

身
美
白
の
年
間
提
案
」「
女

性
目
線
売
場
提
案
」「
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
向
け
の
エ
ン

　

さ
ら
に
、「
人
生
２
回
時

代
の
到
来
」
と
定
義
し
て
語

っ
た
部
分
で
は
、「
ア
ク
テ

ィ
ブ
シ
ニ
ア
と
し
て
社
会
へ

の
恩
返
し
を
志
す
多
く
の

人
々
の
行
動
を
卸
業
が
後
押

し
で
き
る
」
と
し
、「
産
業

が
発
展
す
る
チ
ャ
ン
ス
に
、

皆
さ
ん
が
ど
う
絡
め
る
か
が

大
切
だ
」
と
述
べ
て
商
機
到

来
を
示
唆
し
た
。

　

あ
ら
た
は
、
４
月
１
日
付

で
須
崎
裕
明
副
社
長
営
業
統

括
本
部
長
代
行
（
61
）
が
社

長
に
昇
格
す
る
こ
と
を
発

表
し
た
。
畑
中
伸
介
社
長

（
67
）
は
代
表
権
の
あ
る
会

長
に
就
任
す
る
。

　

須
崎
氏
は
１
９
５
５
年
10

月
25
日
生
ま
れ
。
１
９
７
８

　

同
日
に
展
示
会
場
で
開
催

し
た
マ
ス
コ
ミ
会
見
で
、
Ｇ

＆
Ｇ
の
吉
田
雅
司
社
長
は
品

数
の
増
大
を
進
め
る
中
で
も

「
改
廃
も
き
ち
っ
と
行
う
」

と
し
て
過
剰
な
モ
ノ
づ
く
り

　

今
回
の
出
展
ア
イ
テ
ム
数

は
１
４
７
２
Ｓ
Ｋ
Ｕ
と
前
年

同
期
に
対
し
１
０
３
％
と
な

っ
て
お
り
、
２
０
２
０
年
ま

で
に
６
０
０
０
品
目
を
開
発

す
る
と
掲
げ
る
同
社
の
商
品

戦
略
が
本
展
示
会
の
陳
列
数

に
反
映
し
て
い
る
。

　

新
規
メ
ー
カ
ー
22
社
を
含

む
１
４
５
社
の
ブ
ー
ス
出
展

に
加
え
て
８
社
が
商
品
出
展

を
行
い
、
計
１
５
３
社
（
前

年
は
１
４
８
社
）
の
商
品
が

集
結
。
メ
ー
カ
ー
側
も
同
展

示
会
を
東
北
地
方
の
小
売
業

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

冒
頭
で
挨
拶
に
立
っ
た
森
友

徳
兵
衛
会
長
（
森
友
通
商
社

長
）
は
、
卸
の
世
界
で
尊
ぶ

人
が
少
な
く
な
い
「
三
方
よ

し
」の
言
葉
を
引
き
合
い
に
、

各
自
が
生
業
を
世
の
た
め
に

な
る
と
誇
り
を
持
っ
て
行
う

よ
う
求
め
た
ほ
か
、
締
め
の

日
に
際
し
「
最
後
の
１
回
、

と
名
刺
交
換
や
商
談
が
で
き

る
貴
重
な
場
と
位
置
づ
け
て

い
る
。

　

「
い
つ
も
取
り
扱
っ
て
い

る
家
庭
用
品
以
外
の
商
品
も

登
場
し
、
幅
広
い
分
野
の
商

品
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
商

談
会
と
な
っ
た
。
年
々
来
場

者
の
ピ
ー
ク
が
早
ま
っ
て
き

て
お
り
、
今
年
は
初
日
の
午

前
中
に
来
場
さ
れ
る
方
が
多

く
、
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る

と
思
う
」（
寺
嶋
太
一
取
締

役
人
事
総
務
部
長
）

　

今
回
は
「
ひ
と
・
も
の
・

こ
こ
ろ
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

気
合
を
入
れ
て
臨
ん
で
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

ま
た
、
講
演
で
は
仕
上
げ

の
日
に
相
応
し
い
講
師
が
１

２
０
分
間
の
熱
弁
を
振
る
っ

た
。

　

ラ
イ
オ
ン
の
藤
重
貞
慶
相

談
役
が
「『
人
間
の
１
０
０

年
。』に
つ
い
て
」と
銘
打
ち
、

現
在
は
日
本
卓
球
協
会
の
会

須崎裕明氏

　

全
国
化
粧
品
日
用
品
卸
連
合
会
（
事
務
局
＝
東
京
）

は
１
月
27
日
に
ラ
イ
オ
ン
の
平
井
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
で
「
第
５
期
卸
流
通
ア
カ
デ
ミ
ー（
Ｏ
Ｒ
Ｂ

Ⅱ
）」
の
最
終
研
修
を
開
催
し
、
全
国
の
地
域
卸
か
ら
次

世
代
経
営
者
30
名
超
を
参
集
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
ほ
か
、
総
仕

上
げ
だ
っ
た
こ
の
日
は
修
了
証
の
授
与
も
行
わ
れ
た
。

　

Ｐ
Ｂ
を
軸
に
東
京
以
西
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
向
け

卸
を
展
開
し
て
い
る
グ
レ
ー
ト
ア
ン
ド
グ
ラ
ン
ド
（
本

社
＝
大
阪
市
、
以
下
＝
Ｇ
＆
Ｇ
）
は
１
月
27
日
に
都

内
で「
第
46
回
Ｇ
＆
Ｇ
春
季
展
示
商
談
会
」を
開
催
し
、

80
社
の
出
展
メ
ー
カ
ー
が
約
４
０
０
名
の
来
場
者
と

交
わ
す
売
り
場
論
議
で
会
場
は
熱
気
を
帯
び
た
。

　

東
北
を
拠
点
に
卸
流
通
を
行
う
東
流
社
は

１
月
18
～
19
日
、３
回
目
と
な
る「
春
の
商
談
会
」

を
開
催
し
た
。
各
メ
ー
カ
ー
の
新
商
品
を
一
堂

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
小
売
関
係
者

１
４
５
社
５
０
０
名
が
詰
め
か
け
た
。

須
崎
副
社
長
が社

長
に
昇
格

あ
ら
た

第
46
回
春
夏
展
は
成
約
目
標
47
億
円

グ
レ
ー
ト
ア
ン
ド
グ
ラ
ン
ド

第
５
期
卸
流
通
ア
カ
デ
ミ
ー
で

次
世
代
経
営
者
を
研
鑽

全卸連

東
北
唯
一の
商
談
会
に

１
５
３
社
の
商
品
が
集
結


